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とが報告されている 4)．以上の結果から，HBPI に Noria
をハイブリッド化させた HBPI-NRA HBD 膜は，優れた
CO2分離膜になることが期待される． 
本研究は，高効率な CO2 分離膜の開発を目的に
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HBPI は ， 芳 香 族 カ ル ボ ン 酸 二 無 水 物




高 分 子 鎖 末 端 に シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤
（3-aminopropyltrimethoxysilane：APTrMOS) を導入してPET上
にキャストし成膜した．得られたHBPAA膜を窒素雰囲気下で














































理想分離係数（α(O2/N2)）は Robeson の upper bound に沿って














































図 2 HBPI－NRA HBD 膜の合成法 
理想分離係数（α）が大きく変化していないことから，Noria
による CO2 透過の制御が考えられるが，その効果は小さく限定








図 4 HBPI 膜およびHBPI-NRA HBD 膜の α（CO2/CH4）
と P(CO2)の関係（0：HBPI 膜，20：HBPI-NRA HBD 膜）． 
 
 
図 5 HBPI 膜およびHBPI-NRA HBD 膜の α（O2/N2）と
P(O2)の関係（0：HBPI 膜，20：HBPI-NRA HBD 膜）． 
 
３．結論 
 Noria が CO2に対して高い選択的吸着能を有すること
と，多分岐ポリイミド－シリカハイブリッド膜が高い







表 1 HBPI 膜およびHBPI-NRA HBD 膜の気体透過係数，拡散係数および溶解度係数 
 
表 2  HBPI膜およびHBPI-NRA HBD 膜の各種気体に対する理想分離係数 
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